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作成日：西暦 2026 年 7月 14日 

 

 

研究に関するホームページ上の情報公開文書 

 

研究課題名:凍結融解ヒト胚盤胞に対する培養液添加因子が in vitro 着床関連指標に及ぼ

す影響の解析 

 

 

本研究は藤田医科大学の医学研究倫理審査委員会で審査され、学長の許可を得て実

施しています。 

 

１．研究の対象 

藤田医科大学羽田クリニック、高橋ウイメンズクリニック、神奈川レディースクリニッ

クで胚盤胞が余剰となった患者様のうち、同意取得時に 20歳以上 75歳未満の患者であ

り、本研究の参加にあたり、十分な説明を受けた後に、十分な理解の上に、本人の自由意

志による文書同意が得られた方 

また、藤田医科大学羽田クリニック、高橋ウイメンズクリニック、神奈川レディースクリ

ニックにて凍結胚盤胞廃棄時に二次利用に同意をいただいた方。 

 

２．研究目的・方法・研究期間 

生殖補助医療（ART）は多くの妊娠・出産を支えていますが、胚を子宮に移植しても着

床に至らない場合は少なくありません。形態学的に良好な胚であっても、着床率は十分と

は言えず、着床不全は治療の反復化や長期化の要因となっています。 

本研究の目的は、胚を子宮に戻す前の段階で処理を行うことにより、胚の着床しやすさ

を高められる可能性があるかどうかを検討することです。具体的には、体内にも存在する

顆粒球マクロファージコロニー刺激因子（GM-CSF）および、胚と子宮内膜の接着に関与す

る働きを助けることを目的として新たに作成された物質（IZNM-2）について、胚への影響

を研究室内で評価します。本研究は、将来の着床不全に対する新たな治療選択肢の開発に

つながることを目指した基礎的研究であり、生殖医療の発展に資する意義を有すると考え

ています。 

研究期間は、倫理審査委員会承認日から 2029 年 3月までで、約 500個の余剰胚盤胞の

使用を予定しています。 
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本研究では、不妊治療の過程で移植されず、余剰となった凍結胚盤胞を研究に使用しま

す。新たに胚を作成したり、治療の方針を変更したりすることはありません。 

研究にあたっては、胚の性質を正しく評価するために、過去の診療記録から以下の情報を

参照します。 

• 卵子採取時の患者さんの年齢 

• 胚盤胞の評価（グレード） 

• 凍結前の培養日数 

• 胚の発育の経過 

研究では、主に次のような検討を行います。 

① 胚の「接着しやすさ」を調べる検討 

② 遺伝子の働きを調べる検討 

③ タンパク質や物質の分布を調べる検討 

なお、一般に染色体に異常のある胚は着床しにくいことが知られています。そのため、

研究の目的に応じて、必要な場合には染色体の状態を確認し、正常な胚のみを用いて解析

を行うことがあります。本研究はすべて研究室内で行われ、胚を子宮に戻したり、妊娠に

用いたりすることは一切ありません。 

 

３．研究に用いる試料・情報の種類 

試料：不妊治療で移植を行わず、余剰となった凍結胚盤胞 

情報：卵子採取時の患者年齢、胚盤胞のグレード （Gardner分類）、凍結前の培養日数、

発育動態等 

 

４．外部への試料・情報の提供  

共同研究機関に記載のある高橋ウイメンズクリニック、神奈川レディースクリニックより、

本研究の計画書に基づき余剰となった胚盤胞の送付を受ける。各施設より提供を受ける検

体は、本研究の計画書に沿って各施設の担当者によって取得されたものである。 

 

本研究において、試料・情報は各研究機関で IDを付与し、匿名化した状態で担当施設に送

付する。臨床情報を記載した調査票については、各研究機関の研究者等が同意書（写）とと

もに匿名化されていない状態で研究事務局に送付する。 

対応表は個人情報として取り扱い、他のコンピュータと切り離されたコンピュータを使用

し、外部記憶装置に記録させ、そのメディアは鍵をかけて藤田医科大学東京 先端医療研究

センター B1F リプロダクションセンターの施錠可能な机にて厳重に保管する。 

 

５．研究組織 

研究全体の研究代表者・本学の研究責任者： 
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藤田医科大学 医療科学部 研究推進ユニット 高度医療人材育成分野 

   准教授 小林 達也 

 

共同研究機関と研究責任者 

高橋ウイメンズクリニック： 高橋 敬一 

神奈川レディースクリニック：山本 篤 

関西医科大学： 松浦 徹 

京都大学：池田 幸樹 

 

７. 研究の資金等と利益相反（企業等との利害関係） 

この研究は、藤田医科大学の内部研究費及び文部科学省 科研費（22KK168721）を用いて

実施します。本研究は藤田医科大学利益相反委員会から承認を得るとともに、そのマネジメ

ントを継続的に受け、本研究の透明性や信頼性を保っています。  

 

８．除外の申出・お問い合わせ先 

試料・情報が本研究に用いられることについて研究の対象となる方もしくはその代諾者

の方にご了承いただけない場合には、研究対象から除外させていただきます。下記の連絡先

までお申し出ください。その場合でも、お申し出により、研究の対象となる方その他に不利

益が生じることはありません。 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

また、ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範

囲内で、研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

 

照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

・藤田医科大学 羽田クリニックに通院歴のある患者様 

藤田医科大学 羽田クリニック リプロダクションセンター 培養室 

担当者：小林 達也 

〒144-0041 東京都大田区羽田空港 1-1-4 HANEDA INNOVATION CITY ZONE A 

Tel: 080-8865-7869 

 

・高橋ウイメンズクリニックに通院歴のある患者様 

高橋ウイメンズクリニック ラボ課 

担当者：岡部 美紀 

〒260-0028 千葉県千葉市中央区新町 18-14 千葉新町ビル 6Ｆ 

Tel: 043-241-8017 
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・神奈川レディースクリニックに通院歴のある患者様 

神奈川レディースクリニック 培養室 

担当者：鈴木 亮祐 

〒221-0822 神奈川県横浜市神奈川区西神奈川 1-11-5 ARTVISTA横浜ビル 

Tel:045-290-8666 

 

 

 

 


